
・「ゆらぎ」と言う基本概念（コンセプト）に焦点を当てて生命現象を研究。

・筋肉を分子レベルで調べて、その動きや働き方を突き止めた。

調べれば調べるほど分子の動きのあいまいさや自由度が際立ってきた。

・１分子観察の研究から、ATPを１個消費する間にふらふら動くミオシン分子の姿が明らかになった。前へ後ろへふらふら進んで、その中で目指すものに行きつく。

この、ふらふらが「ゆらぎ」。このいいかげんさこそ生きものの基本概念。

筋肉の動きは（すべてが脳からの指令で行われているのではなく）、筋肉自身が、その「ゆらぎ」運動によって、自らの動きを作り出している……。
・細胞研究からも……細胞は自発的に動いてゆらぎを作り出し、うまく情報処理していた。
・脳も……脳には「知覚温度」があり、それが高いほど脳の状態がゆらぐことで、ゆらぎ探索が速くなる。

・「ゆらぎ」という基本概念で分子から細胞、脳まで階層を超えた研究ができた。

・試行錯誤……生物は正確さを犠牲にして、省エネで柔軟に、自律的に動くメカニズムを獲得した。

・人工機械は決定論的に正確に動くことを期待されてきた。

・しかし、生物は……ふらふら、ゆらゆら、自由に、自律的に、自発的に、柔軟に、優柔不断に、間違えながら、ある意味いいかげんに、動きながら、必要なものにたどりつく。
（季刊『生命誌ジャーナル』58号より「生命現象の基本に“ゆらぎ”を発見」ＪＴ生命誌研究館2008　参照）
「システムの中の分子機械は、人工機械のように外部からコントロールされるわけではないので、システムの統制がうまく取れるように自律的に動かなくてはいけない」「分子機械のゆらぎやあいまいな動作は、じつは、この自律性に本質的な役割を果たしているのではないのだろうか」
「“あいまいさ”が生物システムの働きに重要な意味をもつ」

「素子の“あいまいさ”が、生物らしいシステムの柔軟性・自律性の基本である」「生命科学のメインテーマは、システムの柔軟性・自律性のメカニズムを解明することにある」
（柳田敏雄『生物分子モーター ――ゆらぎと生体機能――』岩波書店2002）
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